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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ(1/26)  

ワークショップ以外のコミュニケーションの状況と寄せられた意見

「地域別実行計画」の検討では、ワークショップをはじめ、広報紙、パネル展示型

説明会、コミュニティ会議など、地域の皆さんとさまざまなコミュニケーションを進

めていきます。

 広報紙（ニューズレター）の配布状況 

第１号
（平成３０年８月）

・取組みの趣旨

・ワークショップ参加者の募集

・実行計画の検討の進め方

第２号
（平成３０年１１月）

・坂井輪地域の公共施設の課題と現状

・課題解決の方策

・第１回ワークショップの検討状況と今後の検討の進め方

第３号
（平成３０年１２月）

・課題解決の方策と対策案

・対策案の評価

・第２回ワークショップの検討状況と今後の検討の進め方

 パネル展示型説明会（オープンハウス）の実施状況 

開催日（場所）：平成３０年１２月２５日（坂井輪地区公民館）

実施方法：パネル展示（１９枚）、職員からの説明、意見聴取

意見提出者数：１８人

 コミュニティ会議 

坂井保育園
開催日（場所）：平成３０年１２月２０日（保育園）
参加者：６人（坂井保育園保護者会役員）

坂井輪児童館
開催日（場所）：平成３０年１２月２１日（児童館）
参加者：１１人（児童館利用者）

自治会
開催日（場所）：平成３０年１２月１９日（公民館）

開催日（場所）：平成３０年１２月２１日（健康センター）
参加者：６人（新通小周辺の２つの自治会参加者の合計）

参考資料２－①

オープンハウスの様子 コミュニティ会議の様子（児童館・自治会）
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寄せられた意見（広報紙）

 「集会所として余裕教室を活用する」との記載があるが、集まる場所としては現

実的でない。以前、学校開放で使用したこともあるが規制が多かった。 

 駐車場が課題となっているが、市民の考え方を改めるべきである。新潟は、保護

者の送迎が多い。 

 新通小は分離新設となったが、個人的には坂井東小も含めて検討すべきであった

と思っている。また、ＷＳの検討の時期も遅いと考えている。 

 広報紙第３号は、文字が多く分かりにくいので、ポイントを絞って作成してほし

い。 

 広報紙では西川荘廃止となっているが、施設利用者が困惑している。西川荘をな

くしてもいいといったことが書かれているが、時代に逆行している。利用者は増

えている。 

参考資料２－②
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寄せられた意見（パネル展示型説明会（オープンハウス））

＜ 財産経営の取組について ＞ 

 お金がないのであれば施設が減るのは仕方ない。 

 公民館（図書館）くらいしか使用していないので、他の施設がなくなる分は支障

が出ない。 

＜ 検討の進め方について ＞ 

 それぞれいろいろな意見があるかと思うが、一つ一つ丁寧に聞いていると、いつ

までたっても施設の集約はかなわない。集約していくためには、多少は意見を切

り捨てる覚悟が必要なのではないか。集約は時代の流れ、仕方がない。 

 住んでいる地域で、県立高校が廃校（おそらく西川竹園高等学校）の1年前に耐

震の工事を行い、その後に何にも使われないまま3年が経っている。市ではこの

ような無駄なことが無いようにしてもらいたい。 

 これからの若い世代におんぶに抱っこではいけないので、高齢者の施設だけでな

く、次世代の施設の整備も必要だが、使われていない施設については、思い切っ

てやめることも必要なのでは。 

＜ 各案について ＞ 

 施設・機能を集約すると、近くに住んでいない人が不便になる一方、分散化する

と設備維持管理の課題があるため、一概にどれが良いと判断することはできない。 

＜ 余裕教室 ＞ 

 余裕教室の地域利用にあたっては、先生が在校している時間であっても利用可能

としてほしい。 

 寺尾上 4丁目（大阪屋）あたりに自治会館があるが、仮に新通小の空き教室があ

ったとしても、歩いて行くには遠いので利用しないと思う。 

 学校が空くのなら有効に利用するのは問題ないのでは。 

＜ ひまわりクラブ ＞ 

 小学校の空き教室にひまわりクラブを入れることは安全上好ましい。 

 学校の空き教室にひまわりクラブを入れることに関しては良いと思う。 

＜ 保育園 ＞ 

 保育園は増やさなくても大丈夫なのか。この地域では昔、入園することが難しい

時代があった。 

 新潟市の今後を考えた場合、保育園など民営化できるものはなるべくしていく必

要があると思う。 

参考資料２－③
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 保育園は民営化すればいいのではないか。民間の保育園の運営が良くないという

話は聞いたことがない。 

 【児童館】 

 児童館は何のために必要なのか。古くなったのなら廃止で良いのではないか。 

昔はひまわりクラブが無かったから必要だったかもしれないが、今は他の手段が

あるのでは。 

 児童館は、この地域に必要なのか。現在は他に民間の施設もあるのでそもそも必

要なものなのか。 

 児童館が移転しても、駐車場が今くらいあるといい。児童館に来るときは、区役

所、公民館の駐車場も利用している。 

 気になるイベントを選んで、児童館・子育て支援センターなどいろいろ廻って利

用している。駐車場があれば行きやすい。 

 坂井輪児童館を利用したことはないが、子どもは広いところでのびのびと動ける

スペースがあるといいと思う。 

 未就学児のお母さんたちにとって、坂井輪児童館は子供を遊ばせるための選択肢

の一つでしかなく、いろんなところを廻って利用しているのではないか。 

 新通小学校のひまわりクラブ跡地を児童館として利用するのは良いと思う。未就

学児やその親（特に初めての子を持つ親）にとっては、これから小学生の世界が

どんなものなのか垣間見ることができるのではないか。 

 母親の幸せが、子どもにとっても幸せであり、健やかな子どもが育つ。児童館な

ど、子育て支援を充実するなど、子育て支援の充実をお願いしたい。 

＜ 西川荘 ＞ 

 西川荘の（高齢者の交流機能）を自治会館で受け入れることは難しい。空き家活

用などで補助もあるそうだが、それでも町内会では金銭的に難しい。 

 西川荘のことは知っているが、限られた人が利用しているので西川荘に関心はな

い。 

 高齢者の健康づくり、交流の場の確保は必要だと考えている。内野まちづくりセ

ンターでは運動もできるが、財政的に、そういった新たな施設整備は難しいと思

うが、大堀幹線沿いに高齢者の健康づくり・交流の場があるといいと思う。ぜひ、

高齢者の健康づくりに力を入れてほしい。 

 西川荘は知っているが利用したことはない。 

 公共施設の総量削減という話は分かるが、老朽化している黒埼の緒立の温泉施設

をきちんと整備した後に、西川荘などを廃止し、集約すればよいのでは。その際

は車がない人でも行けるように，循環バスを走らせればいい。 

 西川荘は利用したことがないが、今後、介護の等級がより厳しくなってくると、

施設に入りたくても入れないことも考えられるので、このような施設も必要にな

ってくると考えられる。 
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＜ 公民館 ＞ 

 年をとってから迷惑をかけたくないので、坂井輪地区公民館のような施設で運動

を行ったりしている。公民館のような施設は必要である。 

 西区は子供の学習について熱心な地域。学習環境として公民館１階のフリースペ

ースのような自習できる場を確保してほしい。 

 公民館の保育室を 1回/１週間利用している。（子育てサークル等で活発に利用さ

れている状況） 

＜ 図書館 ＞ 

 図書館は、様々な情報発信の場であり、本と人が出会える場であり、もっと図書

館を充実してもらいたい。 

 図書館利用者が多いので、もう少し広くしてほしい。図書館充実で文化的な面が

向上する。 

 図書館はやはり1階にあった方が使いやすいと思う。現在の坂井輪図書館は、車

で入りづらく、2・3 階なので使いづらい。西区役所の健康センターの位置の方

が良かった。 

＜ 学校のあり方について ＞ 

 新通小学校と坂井東小学校の距離が近すぎるので、合併する案で良いのでは。 

 新しい小学校はそもそも必要なものだったのか。他にやり方があったのでは。 

 2 小学校が統合した場合、坂井東小学校区から新通小学校区までの通学が大変に

なると思う。スクールバスがあると便利もしれない。 

 20年先には児童数が減少するので、学校統合も考えられる。 

＜ 自治会館 ＞ 

 自治会館はあるが利用したことはほぼない。妻はよく健康づくりで利用している。 

＜ 空き家活用について ＞ 

 新潟市で都市計画を策定し、どんどん新しい宅地を開発しているが、それは反対。

空き家など既存のものをリフォームして移住してもらうなどのサイクルが必要だ

と思う。 

＜ 公共施設のアクセス性・駐車場について ＞ 

 市は高齢者免許返納を促しているが、施設が複合・集約されると遠くなり、歩い

ていけない。 

 集約する際には、遠方からでも施設に行くことができるように公共交通を整える

べき。 
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 徒歩圏内で必要な公共施設（公民館、図書館）を利用できているので不便は感じ

ていない。 

 一緒に公民館を利用する人からは駐車場が狭いということはよく聞く。 

 小針野球場を止めて、そこに多世代が気軽に交流できるような施設を建てれば、

駐車場も多く取れるし、良いのではないか。 
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寄せられた意見（コミュニティ会議：坂井保育園）

＜「ＷＳ案Ａ・Ｂ（案）」について＞ 

 意見なし。 

＜ 「ＷＳ案Ｃ（案）」について ＞ 

 意見なし。 

＜ 適地移転について ＞ 

 民間にするか市立で建て替えとするかは別として、適地に移転し、広い敷地、駐

車場、園庭スペースが確保される方が良い。 

 適地について、具体的な場所が示されないとイメージがわかない。 

 保育園を適地に移転するのであれば、坂井東小学校・ひまわりクラブの近くが良

い、兄弟送迎に助かる。 

 保育園と坂井輪児童館の子育て支援センター機能の複合施設のイメージがわかな

い。 

＜ 民営化について ＞ 

 あえて民間、市立のどの方向性が望ましいかと聞かれれば、安心感があるので市

立の方が良い。 

 WS の意見では、民営の方がサービスが充実しているとあるが、どんなサービス

を指しているのか？ 

（⇒休日保育や施設の整備などを指していることが考えられる旨説明） 

 保護者の負担を考えると、民営は、指定の服・バス代や教材費など諸経費が高い

民営の諸経費を市立と同額にできないものか？ 

（⇒民間の施設運営、園の特色であり、市で強制的に同額にすることはできない

旨説明） 

＜ その他意見 ＞ 

 市としては、最終的にはお金で判断するのだと思うが、「将来の魅力」が求められ、

必要であるので、がっかりしないプラン（地域別実施計画）を策定することを期

待する。 

参考資料２－④
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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ(1/26)  

寄せられた意見（コミュニティ会議（児童館））

＜ 児童館の利用状況について ＞ 

坂井輪児童館だけでなく、近くの子育て支援センターや有明児童センター、時には

足を延ばして寺山公園、こども創造センターなど、その時の状況に応じていろいろ

な所に出かけている。寺山はすごくいい施設だが、混んでいる。 

子どもがもっと小さい時は、青山のイオンの中で週１回やっている「すくすく広場」

もよく利用していた。帰りに買い物もできるのでとても便利だ。 

小学生と就学前の子供がいるので、小学生は一人で遊ぶこともあるが、未就学児は

親が一緒でないと難しい。 

西区に住んでいる。万代にある新潟市児童センターへ行って駐車場が空いていない

場合は、デッキー401 に行ったりすることもあるが、新通だと駐車場が混んでい

る場合は、他という選択肢がない。 

＜ 児童館の新通小移転について ＞ 

中央区（実家が西区）から来ている。少し離れたところに駐車場がある場合は、分

かり易く表示して欲しい。子どもの荷物が多かったり、子どもがぐずったりした時

に車に戻って休憩することができるので、必ず車で移動する。 

ここは園庭があり、元気な男の子がよく利用しているので、園庭がなくなるとした

ら残念。 

車で来ている方ばかりなので、広い駐車場は必須条件。坂井輪児童館は駐車場が広

いようだが、今日のようにイベント（クリスマス会）があるといっぱいになる。駐

車できないため帰ったこともある。 

小学校の敷地内にあるから行きにくいということはなく、決め手は駐車場が有るか

どうかである。 

学校敷地に児童館があったとしても抵抗感はない。ひまわり第１に移転したとした

ら、普通に使われると思う。 

小学校内に児童館があると行きにくいかどうかと聞かれれば、どちらかというと抵

抗はあると思う。 

（新通小学校内だと駐車場の問題もあるがどうか？）色々不満はあるかもしれない

が、児童館があれば使うと思う。 

有料と無料の施設が併存しているのは良くない。－有明児童センターでも土曜日は

学童保育だけやっているので１階が使えない等不便な点がある。 

駐車場は現在と同等の広さ（２０台程度）が必要だと思う。 

駐車場から少し歩いたとしても問題はない。天気の悪い時は歩く必要がある施設に

行かなければいいだけ。 

小針からバスと徒歩で来ている。新通小学校敷地内に移転するとバスで行くのは難

しい。 

新通小に移転した場合、車の運転に自信がないので不安。 

参考資料２－⑤
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＜ 児童館への希望・要望など ＞ 

上の子が小２だが、坂井輪児童館では走り回れなかったりするので物足りず、一緒

に来なくなった。寺山公園（東区）内の「い～てらす」も小３までであり、一人の

親が年齢の違う子どもを一緒に見られるような施設が良い。 

屋外でも屋根付きで、走り回れるようなスペースが欲しい。 

屋根付きの屋外空間があると、天気が悪くても子どもを遊ばせられる。 

（坂井輪児童館のように）屋外で遊べるスペースがあった方がいいとは思うが、そ

れよりも駐車場があった方がいい。 

昼食を持ってきて、お昼を挟んで遊べるようにして欲しい。 

駐車場は１台１台のスペースも広くとって欲しい。 

ボルダリングなど体を動かせる遊具があるといい。 

新潟は冬外遊びができない日が多いので、子どものエネルギーを発散できるような

場所が絶対に必要。 

天候が悪い日でも、こどものエネルギーを発散させたい。有明児童センターは広く

使いやすい。坂井輪児童館も広いといい。 

駐車場は20台位あると嬉しい。学校だと駐車場の問題があると思う。 
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寄せられた意見（コミュニティ会議（自治会①12/19開催））

＜ 自治会の活動概況 ＞ 

自治会が坂井輪地域公民館周辺であることもあり、公民館を活動の拠点としている

ので、自治会活動では不便していないし、自治会館を整備する予定はない。 

役員は現役で働いている人が多く、また子育て世代もいることから、どうしても夜

間の会議となる。 

平日日中の公民館は混んでいるが、夜間は空きがあり取りやすく、駐車場も空いて

いるので不便はない。ホールは取りにくい年がある。 

＜ 新通小学校の余裕教室の地域利用について ＞ 

自治会で使えるとなっても、徒歩では時間がかかるため公民館を使うだろう。 

地域の茶の間をやりたいといった声はなく、開催していないが、余裕教室を地域の

茶の間として使えるとしても、高齢者が歩いて行くのは難しい。 

＜ 財産経営の取組について ＞ 

次世代に財政課題を積み残さないことが最も大切だ。 

公民館に不満はなく、要望はない。 

＜ 対策案を見ての感想 ＞ 

コスト効果が最も高いB案がよいのではないか。 

ある程度の我慢も必要だろう。 

子育ては大切だが、自分が鍵っ子だったこともあり、今は恵まれていると思う。 

参考資料２－⑥
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寄せられた意見（コミュニティ会議（自治会②12/21開催））

＜ 余裕教室の「自治会」利用について ＞ 

  民間施設「森の巣箱」を借りている。新通小空き教室が使えるなら、非常にあ

りがたい。 

自治会としては、自前の自治会館を造りたいがなかなか難しい。高齢者が多く

学校までは距離があることが課題となる。自治会が学校でどれだけ活動できるか

は分からない。 

  施設を借りる頻度は、役員会が年に12回など、そんなに使わない。 

  自治会館をもっている地域はほとんどないが、遠いところから利用するのに学

校まで来るか疑問がある。 

 ひまわりクラブ第２、３を地域利用できないか。 

 学校の余裕教室でダンスなどやろうとしても防音対策する予算もないと思う。地

域利用では、どのように使用できるか協議しなくてはいけない。 

 自治会の集まりは休日・夜が多い。学校を使うときにどの程度受け入れ可能とな

るか。 

＜ 余裕教室の「地域の茶の間」利用について ＞ 

 地域の茶の間で利用できるのであれば、複数の地域は使いたいと思っているはず。

しかし、地域利用にあたっては誰が管理するのか。学校が対応するわけにはいか

ないと思う。 

 1教室で、地域の茶の間を週2回開催する場合、一日単位の開催では平日で5回

分となる。その場合は 2・3自治会しか利用できないので、1教室を地域の茶の

間に活用するのはどうかと思う。 

 自治会単位ではなく、地域全体の地域の茶の間として活用するなら理解できる。 

 地域の茶の間は、それぞれの自治会の仲間が集まる所だと考えているので、余裕

教室での活動は向いていないと思う。また、遠い自治会の人たちが歩いて学校ま

で来るのか疑問だ。 

 地域の茶の間はそれなりに音がするので、現状の教室のまま、地域の茶の間を開

催するのは無理があるし、学校も運営に困るのでは。地域利用するのであれば、

ある程度、防音対策などの整備を考えてもらわないと利用できない。シャッター

などで区画できないと地域の茶の間にはふさわしくないと思う。 

 学校を地域利用するのであれば、こどもと交流できるように使う方が良いと思う

し、お年寄りから学ぶことも多い。１町内会ではなく、地域全体の茶の間として

やってほしい。 

 放課後に子どもにも利用してもらう、交流してもらう地域全体の地域の茶の間が

開催できないか。ふれあいスクールが学校で開催されているが、それを大きくす

るようなイメージ。 

参考資料２－⑦
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＜ 空き家の「地域の茶の間」利用について ＞ 

 空き家活用のマッチングを行政がしてくれると活動しやすくなる。 

 自治会内の空き家を地域の茶の間に使う方が良いと思うが、補助金の範囲内で借

りられる物件はほとんどなく、小さい自治会では、なかなか空き家活用は難しい。 

＜児童館について＞ 

 児童館は必要・必要といわれているが、どの程度使われているのか。複数の職員

が常駐し、人件費がかなりかかっていると思うが、本当に必要なのかと思う。利

用量を聞いても大勢来るとは伺うが、孫を連れていくとそんなに使われていない

と思う。 

 昔は児童館の隣にひまわりクラブがあり、イベントがあれば、ひまわりクラブか

ら児童館に来るので、利用はすごくあった。現在は、ひまわりクラブが移転して

しまい、児童館周辺に住む児童は利用しているが、すごく減ってしまった。 

 児童館をひまわりクラブ第１に持っていく案があるが、WS では駐車場がないか

ら駄目だといっていた。駐車場をどうするのか考える必要がある。 

 余裕教室を児童館に活用できないか。 

＜ 余裕教室の「会議室」利用について ＞ 

 財源がなく区画できないということであれば、余裕教室を各自治会単位の地域の

茶の間で活用できないと思う。最低限の区画をし、声が漏れないようにするので

あれば活用できると思うが、そうでなければできない。誰かが旗振りをして、広

域で地域の茶の間を行うようなことでなければ活用できないだろう。 

 地域の茶の間で使うのは難しいが、会議室としての使い方であれば、活用できる

のではないか。また、役員会などは、夜間に開催するので、入り口を別にするな

どの対応が必要となるだろう。 

 余裕教室を会議室として利用するのであれば、夜間の利用方法を検討しないとい

けないが、自治会館を持っていないところは使うと思う。 

＜ひまわりクラブ第1の地域利用について＞ 

 ひまわりクラブと児童館を校舎内に移転できないか。また、ひまわりクラブ第１

を地域開放や地域の茶の間、総会などで利用できないか。 

＜ その他 ＞ 

 学校を借りるのはかなり難しいと思っていた。不特定の人が学校に入ることとな

ると、学校管理上ハードルが高いと思っている。 


